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さて、静岡県調査については、2008 年 3 月に単純集計結果をまとめた報告書が静岡県多文
化共生室から発行されているし、県の公式ホームページ上でも閲覧可能である2。また、報告
書概要版のポルトガル語版も作成されており、県のホームページ上にアップされている3。 












                                               
1 池上重弘（編）2009．『静岡県磐田市における多文化共生－これまでの軌跡とこれからの課題－』静岡文化芸
術大学． 
2  静岡県公式ホームページから「外国人労働実態調査」と入力してアクセスできる。 
http://www.pref.shizuoka.jp/kenmin/km-140/jittaichousa.html （2009 年 2 月 24 日閲覧） 
3 ポルトガル語の概要版については pdf ファイルで入手可能。 
http://www.pref.shizuoka.jp/kenmin/km-140/documents/jittaichousap.pdf （2009 年 2 月 24 日閲覧） 
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施策を推進する上で、多様な県民の意見を集約する場となったのが、2006 年 9 月に県が設置
した静岡県多文化共生推進会議である。そこでの検討・協議結果は「多文化共生社会実現に










                                               
4 提言書「多文化共生社会実現に向けて」については以下の URL を参照。 
  http://www.pref.shizuoka.jp/kenmin/km-140/teigen.html （2009 年 2 月 24 日閲覧） 
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 本研究は数多くの方々のご理解とご協力によって実現した。そもそもは 2007 年の静岡県調
査の委託者ながら、実施に際しては各方面との調整ばかりでなく、調査票の配布にも汗を流
してくれた静岡県多文化共生室のスタッフにはとくに謝意を表したい。 
外国人調査に関しては、関係各市および市教育委員会、静岡県教育委員会、私学協会、関
係小中高等学校、そして本来であれば休息のために充てられるべき時間を割いて大部の調査
票にご回答いただいたブラジル人の皆様に感謝したい。 
企業調査では、社団法人静岡県商工会議所連合会、静岡県商工会連合会、関係商工会議所
および商工会、厚生労働省静岡労働局、そしてご多忙のところ調査票にご回答いただいた企
業等の皆様に厚く御礼申し上げたい。 
